
、



X=5cost t cos5t 気付かなければ、とりあえず袋|y=5s
i n t - s i n 5 t

（せ北に） 求めて考える.（14）でも使う）

い） 発=-5si n t - 5 s i n 5 t
=-5（sint+sin5t）

でものも
とで他"".
軀灇

= w I 選
- （sintt s inst)

s i n 5 t > 0 符号は積や商と相性よいので私頲

= I t s長= 5 c o s t - 5 c o s 5 t
罠<0 が示される吻

。。E。

!

長coが示される。

-_- tan I となり、=5（cost-cos5t）
冣ば70とわかる
0くもくもなので.面
した

囮



に） t=0のとき （x,y）=（6，0）
で E " （X.は）=GB、2）であり、

よって求める面積Sは

S=J×2B×2t f'ydX となる。（i）の結論を用いると、
T I E

!

I と お く 。

OE t ETでのCの概形は以下の あとは計算！！ t
通り。 tに置換

は こ！※，dx=-5（sint+sin5Ddt

：擿
"

：
：※

t o
た店が int-sin5t）×1-5
（Sint+sin5城

※ 発<0，_、長く0
よし

噐〉
0rem

=2日ドが
tdt+2of s in5t s i nt d t

単調に変化！ 忝計算，
淏ぼ選



ここで、 f F i s tat=作にい0_tdtjs.it
a f i t a t =［E

#

i n l o tIF
=［E-isin孵 =E+E より、

進退_た 2 5 （ E D F - 5 （ E Y -
g .

.....y、..
稠._.....、= I [ f sin4t.fm6if ST=泣，と求められる。

= E E （3）どういう点同士が対称か.が
わかると論証の方向性が見える .塰 実験しながら確かめる.



y y t = t o （一元興でのC上の点を
（Xo,y。）とおくと、 t = - t o に対応
する（上の点が存在咬合..の座標をtiiriif - たく-toくにより

2？ 定義される！！

→ ゴール： その座標が（Xo，-y。）となる-2-_--_-親 t.T.me
ことを示す。

tenのとき、
（TIF←cos
は同じ

このとき、

1が5cost。+ c o s 5 t o
y=-2←sinは逆！ y。=5sin t o - s i n 5 t o であり、

→ x，=5cos(to）+cos5（-to）
ここだけ別扱い。塗※
「一".int

= 5 u s t o t o s s t . n o
y、一-5sin ft.）-sin51-to）
= - 5 s i n t o t sin5A。-_-y。なので、



(X、，y，）と（Xo,yo）はX軸に関して t = t . f i Et<T）でのC上の点を
対称となる。 一-1*） （X2，y2）とおいて、これをも回転した
→ -T<t<TLに対応するところは 点の座標（かる）を考える。
X軸対称であることが言えた。 複素数平面上で、それらの点が表す

複素数を考えると、
さらに、 t-.-たに対応する点は × + y i=G+を i）（cosE t i s i n E)

t2で表す .存在すーーる。 一（xx）
け、y）=（-6 /0）なので"

（5de et）+（5sinたが5た川

以北
悧堆
線..匊

× （ 崎 興に関して対称であることが示された。1
残して加法定理が

同様に、C上の点をおいても回転 ここで、両辺の実部と虚部を比輭すると.
させた点もC上にある（対応する t た（5costs cos5た）cosEが一もくもくたにーー存在する）ことを
言う！ -15s-esin_E.si選



=5cosに+E）+cos（5たが）
Y e t が ）

→つまり't2に対応する（112，y）
をE回転させると、tいた

だ と 、
t z→ t . s i Eと

しかし！Cは一元Etくになので、t ! i 歯 .+2元でいける！ もがたに近いと定義_から出てしまう！'

n o t e a s

it
!

句

が・だ。y=（5costs cos5た）sinE
（5.T_s i_n .F I_ 沾す邈後 にはまだ

わからない！！いえる！
=5sin(tat E）-sin Gta-E） ^

しなな グラフ的には tは2をズレて
=5sin（だ。_

"

-sin5（た」 戻ってきそう d ie
→ これを示す. t

!

i を



=5as ( t i ED t cos5（なED
- I T Isくがたーなので、ii！！！！も対応
が、..に は 5 s i nTE）-sin5に

#

- だ た い T t i い
-

せた点、熱がC上に存在すること =5sin（たが-2た）
は示される。 一sin5（な tE-2た）

=5sinに-_-がウーsin5に覧守。惑星長でご

"

たとし
たい！！

i i i .

匊
な
り
、

またEtzくたのとき
-2せーしたい _、 . . _たEたーがたくーかたなので、

=5cos(tat E-2た） 回転させた点.it?C.、Cの定義に入る！！
+ ws5（tatE-2た） 存在する。 これで網羅！！

け ど _
cosの値は同じ！ よって題意は示された。 囮



（4） 5tとかなので全区間で増減考える N y
のは非現実的-_- が2こた（劉袋 ☆？櫜と

しない（l）～（3）をフル活用！！ =表に
tan2t）.j

ように！

八
① （1）に）で考えた

ここの概形
-_-たが-5（かいだいかー ー

嬭
が：：
：：！

二 cos22tfi_t.li
③ ここが600 ここが確定

oct<Eのとき 2発>0である。なので、これを
回していけばCが書ける！
ぐ（3）の後半） よって、（3）の結論いーると、Cの

本既形を描くことができ.
etc..もにおいて、Cの凹凸を調べる。



癮
*：：
闓
| > ×

となる。y


